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幼児の食生活に関する研究（第16報）
山村における幼児栄養の15年間の推移
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緒 言
　1960年代からはじまった高度成長を契機とする経済・社会の発展は，急速な生活環境の変化をもた
らすとともに，食生活の著しい変動を促した1）。すなわち，昭和40年頃から穀類摂取量が年々減少し，
畜産食品，果実類，各種嗜好食品の消費ならびに外食率が増加し，穀類偏重の食事形態から脱却し
て，食生活は多様化の傾向をみせている。国民栄養調査によると，41年頃から国民の平均的栄養水準
は著しく上昇しているが，49年は石油危機，消費者物価の異常な上昇等を反映して停滞し，51年以降
もほぼ同水準である。このような変貌の過程で，家族単位の食生活の中にある幼児期の食生活の変容
は，どのように位置づけられるであろうか。
　食物の嗜好や食習慣の形成期にある幼児の，健康づくりの基本となる食生活指導2）3）4）に関してより
適切な指針を求むべく，著者らは新潟県内幼児の食物摂取・栄養素摂取の実態を，山村，農村，漁村
および都市近郊という生活環境別に，かつその時代の流れによる推移を把握するにめに，昭和41年以
来調査を行っている5）6）7）。今回は，豪雪と僻地という地域特性を有する山村に住む幼児の食物摂取・
栄養素摂取状況の約15年間の推移を，昭和41年，46年，50年および56年度の調査結果に基づいて分析
を試みたので，それらの成績を報告する。
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調　査　方　法
　1，　調査対象地域の概況
　調査対象地域の中頸城郡吉川町尾神は，信越本線柿崎駅よりバスで約1瞳問のところにあり，標高
400mの山間に位置する2級僻地である。県内有数の豪雪地帯で，積雪量は1．5～4mにおよぶ年も
あり，初雪は11月下旬，融雪は4月上旬で，根雪期間は4．5ヵ月である。この地域の社会・経済的環
擁の推移を知るための統計釣資料は整えられていないが，この地域がその一行政区である中頸誠郡吉
川町について，昭和45年から約9年間の生活関連指標の推移を，新潟県との比較において示したのが
表1である。
　この地域は，総世帯数が初回調査の昭和41年に59，46年に54，50年に49，56年に42で、1⑪年間に10
世帯（16．　9％），15年間に17世帯（28．8％）減少している。人口は表2に示すように，昭和41年の312
表！　対蒙地域の社会・経済的背景の昭和45年から約9年間の推移
　　　　　　　　（昭和45年度を100とする）
＼　　地域別関連指標　　＼
人　　　　　　　　　P
世　　　　幣　　　　数
人　　口　　密　　度
El；　em所数
o嚢i萎＃fic
家計最終消費支出
飲　　　食　　　費
エ　ソ　ゲ　ル係数
商　　　　店　　　　数
飲　　食　　店　　数
消費電力量（小口電力）
中頸城郡吉川町
　　　84．2
　　　93．7
　　　88．3
　　　100．0
　　　100．6
　　　101．4　、
　　＊262．5
　　＊233．3
＊91．6（29．6→27．1）
　　　87．9
　　　75．0
　　　130．1
（参　　　考）
新　　潟　　県
　　103．2
　　115．2
　　103．0
　　106．0
　　105．1
　　111．8
　　215．7
　　206．8
84，5（33．5→28．3）
　　112．8
　　工65．5
　　ユ37．2
註：1．　＊は新潟県農家経済統計の経営耕地規模α5～1．Ohaの場合の分
　　　析指標より算出した。
　　2．　資料は新潟県統計年鑑より得た。
から漸次減少を続け，10年間に96（30．8％），15年間に132（42．3％）減じて，現在は180である。最近
5年間の年少人口の減少が，生産・老年人口の減少に比しやや目立つようである。世帯数と人口の減
少の仕方は吉月町の平均よりもかなり大であり，徐たに過疎化が進行していることがうかがわれる。
　1世帯平均耕作規模力S約60　a（水田率83％）の水田単作農業地帯である。経営規模は零細であり，
他産業や冬季出稼ぎに従事して生計を立てている。部落内に雑貨店が1軒，簡易郵便局，小学校の分
校（児董数17名）および集落開発セソターがある。1日4往復のパスの便があるが，冬季は交通事情
が悪化するため，食糧流通事情は悪い条件下におかれる。
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表2尾神部落の人口の推移
昭和 41年
46年
5⑪年
56年
46年／41年×　100
50年／41年×　100
56年／41年×100
50年／46年xIOO
56年／46年）く　工00
56年／50年x100
年少人口
（0～14歳）
????????
（入）
86．7
76．7
58．3
88．5
67．3
76．1
生産人口
（ユ5～64歳）
189
154
128
109
（人）
81．5
67．7
廻83．1
70．8
852
老年人口（65歳以上）
????????
（人）
76．　2
66．7
塾87．5
75．0
85．　7
?
312
254
216
180
｛人）
81，4
69．2
57，7
85．0
7⑪．9
83．3
　著者らがはじめてこの地域を訪れた昭和41年以来，道路整備が逐年進行し，54年には尾神までの県
道がすべて完全舗装され，冬季も除雪により車の運行が可能となった。道路整備の進行とともに住民
の生活様式が徐看に変容し，生活水準も次第に向上しているようである。41年からの10年間に起こっ
た主たる生活環境の変化として，学校給食の湖始，保育所の開鶏モータリゼーション，家庭生活の
電化，L．　P．　G．の普及，簡易水道の設置，集落開発セソターの新設をあげることができ，15年目に小
学校分校校舎が鉄筋コソクリート2階建に改築された。
　2．調査対象
　表3に示すごとく，4～6歳の健康な幼児10～20名を対象とレた。なお，少数例であるため，分析
の際に性・年齢による差異を問わなかった。第4回調査の対象幼児には尾神の隣接部落である坪野に
住む男児3名を含む。
表3　調 査 対 象
初回調査昭和41年度
謙｝2・名
平均年指令　・生8歳
家庭保育
農業世帯
多世、代Hr家『族
第2回調査昭和46年度
婁鷺｝・3名
平均年齢4．・8歳
家庭保育
農業世帯
多世代家族
第3回調査昭和50年度
婁糊・・名
平均年齢5．1歳
保育所児童
農業世帯
多世代家族
第4回調査昭和56年度
雛：老｝・・名
平均年齢5．0歳
保育所児童
農業世帯
多世代家族
註；平均年齢は調査年度の10月1碍現在の平均値。
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　3．調査時期および期間
　昭和41年（41年夏～42年春），46年（46年夏～47年春），50年（冬～秋）および56年度（55年夏～
56年春）のそれぞれ四季の各連続した3日間（通年12日間〉である。
　4．　調査内容および方法
　1）　食物摂取状況調査　国民栄養調査に準じ，個人別秤量方式によった。栄養素量の算出は，昭和
41，46年度は三訂日本食品成分表を用いる手集計で，50年度は同成分表の成分値500品目を入力した電
子計算機を，56年度は三訂補日本傘品成分表の成分値492品目を入力した電子計算機を用いて行った。
得られた成績の比較塞準には，4王～50年度は昭和5G年改定の，56年度は昭和54年改定の栄養所要量の
銘定方式8）9）にならい，対象児の体重をもとに個入別栄養所要量を算出して適用した。なお，動物性
たん白質所要量は動物1性たん白質比を50％とし，’猿ｿ所要量は脂質エネルギー比を25％としてそれぞ
れ箕出した。また，食品構成基準量は，手塚ら1°）の食品構成基準をもとに表4のごとく試作し，おの
おのに対する摂取比率を求めた。
衰4　本調査に使用した食品塘成 （単位：9）
食品群
年齢・性
穀類｛米 類
パソ・めん類????????????? ????? ?? ??? ?? ?
4　～　5　歳
?
女
????????????????????????
?????????
????????????
????????
6 歳
?
女
????? ??????
????????
??????ー?ー???
2
識：＊印は生乳に換算した数値である。
　2）摂取比率パターソの類似性　食品ならびに栄養素摂取比率パターソの，基準量。所要量パタin
ソ（それぞれ100％とする）に対する類似性は，田村ら11）の数値群パターソ解析法により算出した。な
お，算出した類似率が1．　0に近いほど，比較した二つのパターンはよく類似していることを示す。ま
た，同じく二つのパターソの異質性を検討するために，異質指数12）（1から類似率を差引き1，　OOO倍
する）を求めた。
　3）摂取不足および適量・多量摂取児の比率の推移　比較基準に対して摂取比率が50％以下を摂取
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不足，91～110％を適量摂取，201瑠以上（食品の場合）または151　％以上（栄養素の場合）を多量摂i
取として・各群に属する対象児数の15年間の推移を百分率で示した。
　4）体位測定　身長，体重を測定し，各調査年度の対応する45年，50年，55年および60年における
日本人の栄養所要量作成に用いられた体位（推計）基準値8）9）と対比して，比率を求めた。
　5）体力測定　平衡力（棒上片足立ち），筋持久力（体支持持続時間），瞬発性（立幅跳び）および調整
力（両足連続跳び越し）の4種目につい丁実施した。その評価は新潟県教育委員会による幼児の運動
能力基準工3）に従い，3点を中位とする5段階法によって行った。
調査結果ならびに考察
　1．　摂取食品の種類ならびに献立の比較
　1人1日当たりの摂取食品数は表5に示すように，15種類から24種類へとこの15年間に増加した。
なかでも注目されるのは動物性食品数の増加で2種類から5種類へ調査年ごとに増えている。植物
性食品数は13種類から46年に20種類となり，また間食の食品数は3種類から同じく46年に4種類とな
って，両食品数ともに以後10年間あまり変動が見られない。この現象は先に実施した農村幼児の調査
成績に14）類似している。
　対象児の摂取している食品の種類め一季節分を表6に示した。時代の推移とともに多様化している
が・居住地域内で生産される野菜や山菜，とくに冬期間はそれらの塩蔵・乾燥品が巧みに利用されて
いる。
表5摂取食品数の推移
　　　　　　　　　　　　　（1人1日当たり，K土S．D．）
昭　和　41年
　　　46年
　　　50年
　　　56年
46年／4】、年×　．100
5⑪年／41年x100
56年／41年x100
50年／46年x　IOO
56年／46年×　100
56年／50年xIOO
総 数
15±3．8
23±4．4
22±2．6
24±＆8
153
147
160
96
104
109
動物性食品
2±0．3
3±as
4±1．5
5±1．4
150
200
250
133
167
125
植物性食品
13±O．　8
20±4．4
18±L6
19±5．1
154
138
146
90
95
106
間
?
3±0．5
4±0．8
4±0、8
4±2．3
133
133
133
100
100
100
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表6　山村幼児1　O－20名の秋の連続3日間の食寧に用いられている食品の推移
昭和46年度（秋）調査 昭租50年度（秋）調査 昭和56年度（秋）調査
????
H召禾041年度（秋）調査 新たに加わウた
H　　　　品 消失した食品
新たに加わつた
戟@　　　晶 荊共した負品
新たに加わつた
H　　　　品 甜失した食品
????
???椚臼米，餅，コ7ベパン，耽めん，マ
Jtコニr　珊1席ラーメン，　貼
@　　　　　　　　　　　〔7柵畑）
實バン
Xバゲッティ
コツペバン マカロニ 手打ちそば
}カロニ
ｶうどん
スバゲフティ
9
???ぎつまいも，馬齢薯，皿芋，こんにや
ｭ，山芋
@　　　　　　　　　　　〔5棚鮒
山芋
?
???植物油，マヨネーズ
@　　　　　　　　　　　（2囲鋤
マーガ1∫ン バター
4
???ごま
@　　　　　　　　　　　（1種卿
く6み，蒋花生
?
???昧噌，抽掲，柚豆，がんもど昏
@　　　　　　　　　　　（4楓鋤
大豆，豆腐，
ｬ豆．さきげ
がんもどき 大豆，さきげ おから，ささげ
7
?????
大根菓，ピー亨ン，人毒，ふだん革，
??ﾙ，かぼちや
@　　　　　　　　　　　｛6種顕1
大捉菓
vロツコリー
ふだんヰ覧 しモの韮 かぽちヤ 京菓
ｩぼちゃ
プロツコリー
?
??????大楓を＋，臼菓．黄ねぎ，．きゅうり，
ﾊねぎ，キャペツ，もやし，ごぼう，
JIJフラ曜フー，　」bらび、　みようが，　京
ﾇ潰．紅生萎，しその突
@　　　　　　　　　　　〔ユ5種瓢1
さやいんげん
､ど．ずいき
ｽくあん
紅生i凌 こごめ塩漬
黷?ｱん
汳S1横
うど
ｳやいんげん
ぜんまい，ゴー
刀i缶），レタス
ｱ笏
ｦのき茸，しめ
ｶ，らっきょう
ｩ鮮旗
みょうが
26
???みかん，柿，りんご．バナナ，ぶどう，
怐Cいちぢく，榔干
@　　　　　　　　　　　佃掘類｝
いちぢく
ﾔどう
レモン
ﾔどう 8
???干わかめ，洩草のり，とろろこんぷ，
oしこんぷ，のり価溢，こんぷ個熊
@　　　　　　　　　　　｛6柵瓢｝
とろろこんぷ 味付のり 出しこんぷ 生わかめ こんぷ冊i拓：
5
???潤イ曲，食塊，　カレールウ，酢，化学詞瞭叫　　　　　　　　　　　　（5租鋤 ソース ケチャップ
｡合化学調昧料
麻興豆腐の崇
?C活抽 11
?????????｛なま魚）いカ！，さば，めぎす
o塩干魚1あ二うだい，さんま，にし
?C異鱈柏漬，身欠にしん，花かつむ，
ﾏ干，さば水煮缶．かまぼこ，きつ圭
?ｰ，塩辛，魚陶ソーセーヂ，豚肉，ハム，鯨夫和孟缶，鶏舶，牛乳，スキ
?~ルク，桁乳
@　　　　　　　　　　　（21種類〕
かれい，鯉　　・
|輪
ｷ着め
烽ﾂ
Aイスクリーム
いか，めぎす
^鱈柏流
ﾔかっむ
鱒h
~大和煮缶?
えび
咩?
Eインナーソー
Zージ
あこうだい
烽ﾂ
Aイスクリーム
むつ，蜘，』｛り
ｽ弓，かれい，
｢か，たらの子
魔ﾜす，まぐろ
tレーク｛缶｝，
nンバーグ，瞭
tマトン，ヨー
Oルト，アイス
Nリーム
えび
92
??????せんぺい，チョコレート，キャラメル，Kム，かりんとう，あちれ，あめ，あ
?f言ン，　ようカ・ん，　ゼリー㌔　与日ポーロ，
Jステラ，どらやき，最中，まんじ吻，つ，：17ア
@　　　　　　　　　　　（15拠類）
えびせんべい
ﾊジ昌一ス
Jルピス
Vアンタ
Rーヒー
ゼリー
N中
巣{ーロ
ビスケット
Nリームバン
チョコレート チーズビスケワ
g，中華まんじ
fう，プリン，
sーナ7ツ菓子
`ョコレート，
rザまん，ドロ
bプス，シコ，一
Nリーム，おこ
ｵ，紅茶，サイ
_ー
キャラメル
謔､かん
2呂
註：前調査年度に比し，新たに加わった食品と消失した食品を示す。
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表7代表的な献立例
朝　　食 昼　　食 夕　　食 3食別｣立型
間　　食oは保育所の間食
?????
夏
米販
ﾝそ汁i10‘鈴薯，玉葱，背菓）
ﾗ物iうど，きゅうり）
ﾏ煮k海苔）
米飯
ﾝそ汁
i馬鈴薯，玉葱，宵菜）
ﾗ物iたくあん）　　　　』
¥ーセージ
gマト
米飯
ﾝそ汁
iにら，卵，謁鈴磐）
ﾗ物oなす，きゅうり）
ﾏ物i蕗，さやいんげん，
@ちくわ，馬鈴暑）
a・c・B
粉宋ジユース
ｩりんとう
gマト
?
米飯
ﾝそ汁訣ﾘ，おらぴ｝
ﾗ物i野沢菜）わらびの浸し
米飯
ﾝそ汁i白菜，わらび）
ﾐ物
i臼菓）
菇ｭめ
kキャベツ，人参，ソ
@ー七一ジ）
米飯
ﾌつべ汁
i里芋，抽揚げ，人参
@こんにヤく）
ﾗ物（たくあん）
曹ﾆじ
i卵，玉葱，ちくわ，
@馬鈴理）
a・B・C
せんぺい
闕?潟hーナッッ
`
夏
米飯
ﾝそ汁
iわかめ，キャベツ）
ﾗ物oなす，き柳うり）
ﾏ物摎髟ﾉ，さやいんげ
@ん）
米飯
ﾝモ汁
ｭわかめ，キャペツ）
菇ｭめ｛玉葱，卵，ピ
@ーマン，キャベツ）
冷変
ヵｨoきゅうり）
?ﾘマヨネーズかけ
iトマト，レタス）
Q物i鶏肉，さやいんげん
@人参，麩）
B・B・e
キャラメル
Hパン
ｼ瓜
?????
冬
米飯
ﾝそ汁
i大楓里芋）
ﾗ物i野沢菜）
欄､
妙めご飯
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　次に，平均的な献立例は表7に示すごとくである。食生活研究会創案15）の献立型表示法にならい，次
の5つのタイブに分類することを試みた。5つのタイプとは，A：米飯・汁・漬物，　B：A＋植物性
食品の主i菓1品，C：A＋動物性食品の主菜1品，　D：A＋主菜2品，　E：粉食である。ただし，副
菜がある場合は，それぞれa，b，c，　d，　eとした。米飯・味噌汁・潰物という基本型は15年来あま
り変動はないが，供される主菜と副菜の内容が変化している。朝食はaからB型へ，さらに塩鯖や生
卵の加わるC型へ変化し，56年度には卵焼きと味付けのりの加わるc型が主流を占めるようになっ
た。昼食は朝食と同じA型に油妙め類が加わるB型で約10年間あまり変らなかったが，50年度には保
育所の開設期間中に弁当を持参する時にだけD型となり，さらに56年度には食品の種類と調理法の多
様な保育所給食によりc型へ変化している。夕食はA型に魚介練製品と野菜の煮物の加わったBまた
はC型から，肉類を煮物や汁物に，さらには揚げ物に用い，必ず副菜の供されるc型へ移行してい
る。なお，夏の3日間の夕食のうち約1回は麺類が供される場合が多かった。
　また，間食にも時代の推移がうかがわれるが，とくに牛乳については，41年頃には，離乳期以後は
対象児がミルク給食の機会を得る学童期までほとんど供されていなかったが，46年頃より乳牛飼育農
家が出現し，それらの世帯で生産される生乳が冬季には積雪のため出荷できず，付近に住む希望者に
分け与えられるようになり，冬季の間食にみられるようになった。なお，50年以降は保育所の開設期
間は間食に牛乳が供され，また，家庭でも乳類が供される機会が多くなった。
　2　摂亀食品の構成とその比較
　対象児の食品摂取状況を総括したのが表8であるo各kの食品群別摂取壁｝ま調査年度別に多様に推
移し，この15年間にさしたる変動のみられなかったのは豆類および緑黄色野菜の2食品群のみであり，
その他の食品の摂取量には増減いずれかの変動が観察された。とくに15年間に変動の大きかった食品
で一貫して増加したのは乳類，肉類および油脂類であり，同じく減少したのは穀類のみである。このう
ち，乳類，肉類および油脂類は41年度の摂取量との間にP＜O．01にて有意差が認められた。また，41
年度より5～10年の間には変動があり，15年後にほぼ初回調査時と同じ摂取量となったのはいも類，
砂糖類およびその他の野菜であり，やや増加したのは菓子類，果実類，魚介類および卵類である。
なお，対象児10～20名における摂取上の個人差は，変異係数でみる限り41年度は11．1（肉類）～144．2
（海草類）％，46年度は12．7（穀類）～62．　5（肉類）％，50年度は5．8（穀類）～123．5（海草類）
％，56年度は15．7（乳類）～91．8（海草類）％と多様であるが，56年度において乳類摂取上の個人差
が極めて小さいことが注目される。
　次に，食品携成基準琶（表4）に対する摂取比率とそのパターン類似率・異質指数を求めて総括し
たのが表9である。各食品の摂取比率は年度別にそれぞれ変動しているが，この15年間に上昇した食
品は乳類，肉類，油脂類，卵類，魚介類，：果実類および菓子類の7種類，低下したのは穀類のみであ
り，あまり変動のなかったのは砂糖類，豆類，その他の野菜，緑黄色野菜およびいも類の5種類であ
る。とくに，乳類，肉類および油脂類の摂取比率は有意に上昇した。ここで注目される現象のその一
は，乳類と肉類の摂取比率が41年度のそれぞれ18．8％o，23．　3％の低水準から，ほぼ15年を要して適量
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摂取域に至ったことである。同じくその二は，穀類の摂取比率が41年度の107．　0％，46年度の98．　3％
から・50年度の79・　7％　，56年度の74．8％へと漸次低下していることである。同じくその三は，緑黄色
野菜と卵類の摂取比率がユ5年後もそれぞれ73．2％および71．ユ％で，未だ適量摂取域に達していないこ
とである。
　なお，摂取比率の個人差は変異係数でみる限り穀類のそれが概して低値であり，対象児にとって穀
類は基準量に充たないながらも，基本食品すなわち主食として定着していることがうかがわれる。ま
た・乳類摂取上の個人差が極めて低値であることと，緑黄色野菜摂取上のそれが41年度の50％に低下
したことは望ましいことであり，いずれも保育所給食の恩恵によるものと思われる。しかしながら，
その他の食品の摂取上の個人差は必ずしも改善されているとはいえず，卵類摂取上の個人差は極めて
大きく，今後留意されるべき点の一かと思われるe
　基準量パターンに対する摂取比率パターソの類似率については，41年度のO．　773から漸次上昇し，
56年度は0・945に至り，他方，異質指数は低値となり，対象児らの食品摂取状況は概して望ましい方
向に推i移しているといえる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　さて，基準量に対する食品群別摂取状況の推移を表10に示したが，適量を摂取している対象児は0
～60％と概して少ないものの，この15年間に最も注目されるのは，乳類の適量摂取児が41～50年まで
は皆無であったのカ㍉56年度に60％出現し，次に乳類の摂取不足児が56年度にはじめて皆無になった
ことである。次いで，油脂類および肉類の摂取不足児が調査年ごとに段階的に減少し，56年度には油脂
類のそれは皆無となり，肉類のそれは10％となったことは注目される現象である。また，摂取不足児
は概して減少したが，卵類のそれが未だ50％存在し，穀類のそれは56年度にはじあて10％出現してい
る？他方，多量摂取児は，穀類，緑黄色野菜卵類および乳類において15年来皆無であることは，農
村14），漁村16）幼児の場合とほぼ類似し，魚介類において56年度に50％みられたことは，漁村幼児16）の
表10食品構成基準量に対する食品群別摂取状況の推移 （単位：％）
?
比 摂取不足50％以下 適量摂取91～110％ 多量摂取201％以上
食品群別
調査年度 野翠146年．15・年156年4・年146年15。年156年4・ i4剛5・年156年
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場合と同様であった。　　　　　　　　　　　1
　3．摂取栄養素量の分析とその比較
　対象児の摂取栄養素量の推移をまとめたのが表11である。摂取上の個人差は前述の食品のそれに比
して概して小さいものの，個人別に箕出した栄養所要量の飼人差に比べるならば，摂i取量のそれは殆
どやや大であvたoなお，食塩摂取量は46年度の7、29から，50年度tle　9．　89，56年度｝c　v：　8．　39とな
り，農村幼児の53年度の8．59にほぼ近似し，漁村幼児の54年度の10．59よりは少なかった。
　表工2は栄謎所要量に対する摂取比率とそのパター一ン類似率および異質指数を示したものである。摂
取比率は各栄養素別に多様に推移しているが，平均値では41年度の79．　9±2（｝．　4％から，46年度の83．　7
圭17．7％，50年度の87，8土11．　0％，56年度の121．5土17．　0％へと調査年ごとに上昇した。所要量を充
足している栄養素等は，41鞭悶ま鉄とビタミンC，46鞭には＝ネ・・ギーとビタミソC・50年度
にはビタミソCのみであったが，56年度にはエネルギーおよび9栄養素が全て充足されている。殆ど
の栄養素の摂取比率がこの15年間に漸増しているが，なかでも動物性たん白質（P〈0．Ol＞，脂質，
カルシウム，ビタミンA，B1およびB2（以上P＜0．05）の摂取比率は有意に上昇している。また・
所要量に対する摂取比率パターソのパターン類似率は調査年ごとに改善（異質指数は低下）されて，
50年度に0．993に達し，その水準は56年度も維持されている。
　一方，表13に示すように，栄養所要量に比して摂取不足の対象児は，15年間に皆無となり，適量摂取
i表13　栄養所要量に対する栄養素摂取状況の推移
摂取不足50％以下 適量摂取91～110％ 多量摂取151％以上
ミここ＿＿　要　・　　　　　　　　～エネルギー　　　調査年度および栄獲素
野翠146年15・年156年4・ 14剛5・年156年4・年i46年15・年156年
???????????
??＝??????????
．??
?? ????
??????
?? ?????? ??? ? ?????????? ???? ?? ????
??
44
R1
P1
R6
?????
???? ????????????????? ??????????
表14摂取エネルギー比の推移
＝ネルギー比
一・査　度
穀類
　エネルギー比（％）
米穀
　エネルギー比（％）
小麦類
　エネルギー比（％）
難
56．5
44．7
11．8
46年
50．0
38．o
工1．9
50年
45．　2
38．1
7．1
56年
34、8
2？．6
7．2
糖質
　エネルギー比（％）
脂質
　ニネルギー比（％）
たん白質
　エネルギー比（％）
昭和
41年
????? ??
46年
???????
50年
?????
56年
57．9
27．4
14．7
（参考）
適正値
64N57
25N30
11－・J13
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児は動物性たん白質とカルシウムを除く8栄養素に10～60％存在するようになり，なかでもエネルギ
ーおよび鉄に60％oと高率にみられた。また，多量摂取児は，エネルギ「鉄，ビタミソB1およびB2
においては15年来皆無であり，56年度に総たん白質，カルシウムおよびビタミンAにおいて新たに出
現し，動物性たん白質においては増加している。
　総じて，山村幼児の栄養素摂取状況はこの15年間，とくに50年度からの最近5年間に顕著な改善が
みられ，平均的な栄養素摂取水準は概iして所要量に接近する良い方向に推移した。
　次に，摂取エネルギー比については表14に示すごとく，穀類エネルギー比は漸減傾向を呈し，56年
度は348％になり，農村幼児の53年度の39％より低く，漁村幼児の54年度の33％にほぼ等しい成績で
あった。また，糖質＝ネルギー比は漸減して，56年度には適正値の下限に至っており，脂質ヱネルギ
ー比は増加傾向を呈し，56年度には適正値の中庸に至り，たん白質エネルギー比は12→11→12→14．　7
％と適正値内にあったのが，56年度に適正値を超えている。
　4．　摂取たん白質の質的評価と脂質比の推移
　対象児のたん白質の質的評価と脂質比の推移は表15に示す通りである。総たん白質ならびに動物性
たん白質の摂取量の増加に伴って，動物性たん白質比は調査年ごとに改善されて，15年後にようやく
表15　摂販たん白質の質的評価と脂質比の推移
総たん白質の摂取比率（％）
動物性たん白質の摂取比率（％）
動物性たん白質比（％）
た　　　ん　　　白　　　価
ア　　ミ　　ノ　　酸　　価
　　E　　／　　T　　　比
脂　　質　　比（動物性／植物性）
　93．　1
　57．　8
　31．2
81（S）
S5（Thr）
2．546
　⑪．43
　93．9
　58．0
　31．7
85（S）
86（Tllr）
2．486
　0．45
　99．4
　86．9
　43．5
84（Try）
85（Thr）
2．457
　0．85
131．5
139．1
　51．9
82（S）
90（TIlr）
2．553
　0．85
詠O・第一繊アミノ酸，S・含硫アミノ酸・T・y・トリプトフ・ソ・Th「：スレ鎚ソ
幼児期の推奨値17）である　50％を超えるに至った。この現象は農村幼児の場合と類似しており・初回調
査の44鞭より一rtして5。％を超えてk・る潮幼児の場合とは対照的誠績である・温白価は81以
上，アミノ酸価は85以上であり，ifi－・iliti限アミノ酸は鵬は舗アミノ酸とトリプトファソ・後者は
スレオニソであって15年来変らなかった。
次に』讃の摂取において動物性／働性脂質比は41，46鞭のO・・43・0・45から・50鞭に0・85へ
増加し，56鞭は同水準にある．これ膿禰児・4・の43鞭の⑪・63カ・ら53鞭の。・96，　VkN‘幼児16）の
44鞭の。．．83から54轍の1．・3への変動砒較すると変動蹴やや大きいものの・動物性脂質の摂り
過ぎへの懸念は未だ生じていない。
　5．　体位・体力評価の推移
表、6に示すように，雌基鞭に対する躯砒率は95～98％洞じく体重の牌は93～1°3％で
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あり，体童の比率の各調査年ごとの変動がやや大であるが，対象児の体位はおおむね適正範囲にある
といえようe体力評価は，筋持久力が2．　7’v2．　9とやや低値であり，平衡力が3．　G・V4．3とやや秀れてい
る等の傾向もみうけられるが，15年を通じて一定の傾向を見tilし難く，4種目の平均値は41年度の
30から，46年度に3．5，50年度に3．1，56年度には3．3となり，申位の成績である。
　次に，体位，体力と栄養摂取状況との相関性を求めたところ，その相関係数は低く，一定の傾向を
見出すことはできなかった。
表16　対象児の体位・体力評価の推移
調査年度 昭和41年 46 年 50 年 56
?
? ? 刈舘 ? S．D． ? 1＆n ? i籠? 1 1 1 1 1
体位の体位推計i基準値
に対する比率（％）
体　　力　　評　　価
（3．　eを中位とする）
???? ???? 2．9
7．4
??????4．5
7．5
97
103
3．1　　96．5
8．8　　97．5
5．0
9．2
平衡力
筋持久力
瞬発性
調整力
3．7
2．9
3．6
2．　0
o，9
1．2
1．O
O．5
4．3
2．7
3．7
3．5
1．2
0．8
1．2
0．8
3．0
2．7
2．8
3．7
0．8
0．5
0．6
0．8
3．6
2．　8
3．1
3．5
1．2
ユ．2
0．9
0．9
平均値 3．　0 O．8 3．5 o．7 3．1 b．　S 3，3 o．9
　6．全体的考察
　以上の結果をまとめると，目本経済の高度成長期の初期から最盛期を経て，低成長時代に至る約15
年間の時代的推移による山村幼児の食生活変容の実態を，10～20名の事例について観察したのである．
が，15年間をはさんだ前後で，きわめて近似した摂取量を示す食品群は少なく，乳類，肉類および油
脂類が著増し，穀類のみが減少したことが最も注目される現象であった。乳類および肉類はその摂取
不足の解消にほぼ15年を要しているが，とくに，乳類摂取の改善は保育所給食に負うところが大き
い。さらに，動物性食品数の増加，食品の種類の多様化および献立の多様化が観察されるようになっ
た。栄養素摂取状況においては，動物性たん白質，カルシウム，脂質およびビタミンB2の顕著な増
加をはじめとして，殆どの栄養素の摂取増により，エネルギーおよび9栄養素が栄養所要量を凌駕す
るという新たな現象を呈するに至っている。また，P・F・C＝ネルギー比の改善，動物性たん白質
比，動物性／植物性脂質比等の推奨値への到達あるいは接近，食品ならびに栄養素の目標値（基準量・
所要量）に対する摂取比率ならびにパターソ類似率の上昇など，栄養素摂取状況評価の各指標の15年
間の改善度は顕著であった。ここで栄養所要量を一D．のまりどころとしての摂取栄養水準の評価の上
で興昧深い現象は，50年度の摂取パターソは所要量を下廻わる平均87．　8％の位置にあり，56年度の摂
取パター・ソは所要量を超えて平均121．5％の位置にあって，両者それぞれ所要量パターソにほぼ類似
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（0．993～0．991）する軌跡を描いていることである。農村幼児の場合は53年度，漁村幼児の場合は54
年度，さらに都市近郊幼児18）の場合は47年度の各調査において，山村幼児の56年度の摂取パターンと
類似の傾向を観察しているが，この裏実は，山村幼児の栄養素摂取状況の改善は比較的緩徐に進行
し，その方向は他の上記3地域の幼児栄養の変動方向とほぼ類似していることを物語るように思われ
る。
　また，個人栄養の視点から分析すると，乳類の摂取不足児が皆無となり，適量摂取児が新たに60％出
現したこと，穀類の摂取不足児が新たに10％出現したこと，カルシウA，総たん白質およびビタミン
Aの多量摂取児が70～20％新たに出現したことなどをはじめとして，15年間にかなりの変動がみられ
たが，概して摂取不足児は減少し，しかも栄養素においては皆無となり，また変異係数でみる限り，
食品摂取上の個人差は未だ39．　1土14．　9％と多様であるものの，栄養素摂取上のそれは平均18．0±6．5
％であって平均値に集約される傾向がみられ，総じて摂取状況は望ましい水準に到達しつつあると
いえよう。これらの現象の多くは国民栄養調査ならびに新潟県民栄養調査結果の推移と共通してお
り，時代的背景のもたらした生活環境の改善の一反映とみなすことができる。しかしながら・対象児
の体位，体力の発育状況には今のところ反映しておらず，さらに学童期への影響を期して待ちたい。
　なお，生涯栄養の上で成人病予防の視点から考慮される問題点のうち，動物性／植物性脂質比につ
いては上昇しているものの56年度には0．85であり，52年国民栄養調査成績の1．0919）に比べ未だ低値
であり，脂質エネルギー比もようやく適正値の中庸1・e到達したところである。次に，食塩摂取量につ
いては，46年度の7．　2土2，49から56年度には8．3土1．79に増えているものの，菊地2°）らの研究による
発育期（1～14歳）の体重1kg当たり摂取量0．3～α49にほぼ近似する成績であった。41年度から56
年度までの上昇線が今後どのように推移するのか，また，エネルギーおよび9栄養素が充足されてい
る現況が，到逢点であるのか否かの判定は，今後の調査結果にまたなければならないが，栄養指導上
一層きめ細かな配慮が望まれるところである。
　現在の栄養学の示す基準量・所要量を一応の食事目標とするならば，対象児の場合，食品摂取にお
いては穀類，緑黄色野菜および卵類を，それぞれ25％，27％および29％増加し，魚介類をやや減じ，
栄養素摂取についてはほぼ現状維持がよいのではないかと思われ，これらの諸点が，山村幼児の食生
活における今後の留意点として指摘されよう。
　雪深い一山村にも，日本経済の高度成長の恩恵は浸透し，41年からほぼ15年の歳月を要したもの
の溌育期に必須の栄養素の充足率が肌2％～7初％渤物性たん白質比が31・2％oという低栄養水準を
着実に改善し，今日の幼児栄養の目途とする水準に至らしめた諸要因の存在に今さらのように瞠目さ
せられる。また，豪雪と僻地というこの地域特有の障害による生活環境の制約のゆえに，献立例や使
用食品の種類にもみられるように，こoi也域の特幽こ調机た伝統的食様式の基層をなお温存しつ
つ，新しい食様式を徐汝に取り入れて望ましい栄養水準に到達したところが・大いに評価されるとこ
ろであり，食生活改善対策の上で得がたい示唆を提示しているものと思われる。すなわち，豪雪と
僻地性という生活環境上の隆路が，むしろ，食生活の安易な都市化を防ぎ，近年見直されつつある身
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：1，不二の食様式21）22）23）の恩葱の享受を，可能にするのではなかろうかと思料される。
要
?
　幼児栄養をより適確に把握するために，昭和41年，46年，50年および56年度の山村幼児の食品・栄
養素摂取状況について検討を加えた。対象児は4～6歳児10～20名で，四季の各連続3日間（通年
12M間）の食物摂取量を個入別に秤量し，食品構成基準量ならびに個人別に算定した栄養所要量と対
比して，5～15年間の推移状況を調べ，以下の結果を得た。
　（1）摂取食品数は1人1日当たり15→23→22→24種類と増加し，動物性食品数は2→3→4→5種
類へ，植物性食品は13→20→18－÷19種類へ増加した。
　（2）食品摂取状況は，15年間に増加したのは9食品群で，有意な増加は乳類，肉類および油脂類に
認められ，減少したのは穀類であり，さしたる変動のみられなかったのはいも類，砂糖類，豆類およ
びその他の野菜の4食晶群であった。摂取比率の平均値は10ユ．2土58．2→ユ3L　4±　47．　1％へ，基準量
に対するパターソ類似率は0．773→0．945へ上昇した。しかしながら，穀類，緑黄色野菜および卵類は
充足されていない。
　③　栄養素摂取状況は，15年間に摂取比率の平均値は79．9±2（｝．3→121．5土12．　6％へ，所要量パ
ターソに対するパターソ類似率は0．972→O．　991へ上昇し，とくに，動物性たん白質，脂質，カルシウ
ム，ビタミソA、B1およびB2の摂取増が有意であり，充足されない栄養素は，15年前には鉄とピタ
ミソCを除く8栄養素であったが，56年度には皆無となり，しかも栄養素摂取上の個人差が僅かなが
ら縮少されているo
　（4）摂取エネルギー比については，穀類エネルギー比（56．5→34．8％），米類エネルギー比（44．　7
→27，　6％），小麦類エネルギー比（11．　8－“7　21de）および糖質エネルギー比（73→57．　9％）は漸減し，
脂質エネルギー比（15－．27・　4％o）とたん白質エネルギー比（12→14．7％）は漸増した。
　（5）摂取たん白質の質的評価は，動物性たん白質比は31．2％o→51．　9％と推奨値に至り，たん白価
は81（S）→82（S），アミノ酸侮は85（Thr）→90（Thr）へ推移し，総じて質的向上が認められ
た。
　⑥　動物性／植物性脂質比はO．　43→O．　85へ上昇したが，未だ植物性脂質量の方が多い。
　⑦　対象児の体位の体位推計基準値に対する比率は，身長は98土2．9→96．　5土5．0％，体重は96±
7．4→97．　5土9．2％といずれも適正範囲にあり，体力評価は3．　0±0．　8→3．3土O．　9と中位の成績であっ
た。
　終うに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導を賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し
上げます。また，調査の進行上限りないお力添えを賜わりました前吉川町助役・現尾神区長の長沢誠
氏，歴代の区長であられた故長谷州武士氏，故杉田勝平氏，山賀隆二氏，高橋秀雄氏，源保育所の
金子所長はじめ諸先生方，さらに調査紺象のご家庭の方kの年余にわたるご協力に深く感謝申し上げ
ます。
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